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H 日本語が話せる医者をお探しですか？ H
日本で生まれ育ったナースプラクティショナー（APRN) がアメリカ医療の知識と経験を生かし、プライマリーケア
（総合診療）を行っています。英語に自信がなく気になる症状をどう伝えたらいいのかお悩みの方も、日本語で
安心してご相談下さい。治療方法やお薬の処方など、日本語と英語で医療サービスを受けることが出来ます。

心と体の健康●日本語で受けられる総合診療

MEILAN DAGUMAN
APRN, MSN, AGPCNP-C　

Eメール　 info@nipponclinic.vegas
4560 S. Eastern Ave. #15, Las Vegas, NV 89119

日本人専用医療診療所

702.994.7267日本語専用

Fax　702.623.5995

ご予約は、お電話で。

ウェブサイト　www.nipponclinic.vegas

各種健康保険・海外旅行保険 
Medicare, Medicaid, Silversummit, Amerigroup, 
BCBS (Amerigroup), Galaxy Health Net, 
USAMCO, Sierra Health & Life, Sierra Healthcare 
options (SHO) HPN Sierra & Sierra Medicaid, 
Prime Health, Three Rivers health, Travel 
Insurance, Others. 

FUSAE WICKS
 APRN, MSN

「日本語でご相談下さい！」「日本語でご相談下さい！」

PRIMARY CARE BEHAVIORAL HEALTH

メンタルヘルス・ワークショップのお知らせ 
「うつ（全般）」について学べます。不安や落ち込み、食べられない、意欲が湧かない、人間関係がうまく
いかない…など、心の病はいろいろな問題を引き起こします。メンタルヘルス・ワークショップは、心の病
気にどうやって対処していくのかを学ぶことが出来るクラスです。色んな課題をこなしながら、心を元気に
する知識を得ることができます。週一回、午後６時から８時まで。月曜（英語）、あるいは火曜（日本語）、
１回$50です。定員８名まで。 ご質問、お申込みは下記の番号まで、お気軽にお電話ください。
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LICENSED CLINICAL SOCIAL 
WORKER (LCSW) 日本語が話せる
精神カウンセラー募集！ 
詳細は、15ページをご覧ください。

事前に、Websiteから
ご予約ください
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明けましておめでとうございます。昨年もご愛
読頂き、ありがとうございました。今年もどうかよ
ろしくお願い申し上げます。

パンデミックも３年目に突入しましたが、今年も
皆様の無病息災を祈ります。さて新たな変異株、
オミクロン株の到来により先が不透明になってしま
いました。そう、まさしくVUCA（ブーカ）な時代
です。VUCAとは「Volatility（変動性）」「Uncertainty

（不確実性）」「Complexity（複雑性）」「Ambiguity
（曖昧性）」の頭文字を並べたものであり、ビジ
ネス業界では有名な造語です。先行きが不透明
で、将来の予測が困難な状態を表します。元々は
IT 革命と超情報化社会の形成により産業並びに
社会構造が劇的に変化し、これまでビジネス商法
としてよしとしてきたことが通用しなくなってきた背
景から出来たそうです。しかしVUCA という造語
は、もはやビジネス業界のみに留まらず、新型コ
ロナウイルスパンデミックの最中に生きる私たちの
日常生活に十分当てはまる造語と言えます。

当初の目標であった「集団免疫獲得」や「ワ
クチン二回の完全接種」という概念も、新たな変
異株の誕生により疑問が生じています。恐ろしい
ことに新型コロナウイルスは私たちの経済活動を
著しく低下させた上に社会構造の脆弱を露呈しま
した。無差別に猛威を奮うパンデミックは皮肉に
も情報錯誤と先の見えない不確実性に拍車をか
け、不安定な社会情勢を表面化させたと言っても
過言ではないでしょう。年始そうそう理屈っぽく申
し訳ありませんが、最後まで付き合って頂ければ
幸甚です。

統計による道案内
コロナ対策として私たちができることは決まって

います。どんな変異株が来ようが、感染症対策と
しては「手洗い、うがい、マスク着用」の防疫三
原則が挙げられます。それなのにマスクには意味
がないという巷の戯言、根も葉もない嘘には本当
に困ります……根拠のない陰謀論から発展する論
理的議論？は前提がおかしいから完全な絵空事で
あり、無駄に不安を募らせるだけです。そんな時
に統計科学は私たちの不透明な行き先の指標とな
り道標となり、不鮮明且つ不確実な行き先に明か

りを灯してくれます。解析結果から有意義な推論
が導かれ、飛躍した支離滅裂な推論をさせないよ
う、結果をまとめあげた論文は必ず第三者から査
読されます。しかし陰謀論は我々の心情を悪戯に
掻き乱し、無茶苦茶な虚構を生みます。これはオ
カルト類と同じです。

医学界には「統計は医療の文法」という有名
な格言があります。統計を用いることで集団のパ
ターンを解析し、個々では見えなかった状況や全
体図を把握できるのです。薬の有効性や安全性も
統計から導かれ、社会政策や公衆衛生に大いに
活用されています。統計の弱点の１つとして挙げら
れるのは個々の差に対する説明が難しいというこ
とでしょう。人間はそもそも生物的個体差が激し
いため、ワクチンの有効性やその持続性もまちま
ちです。

ましてや免疫の機能は老いと同様、時間の経過
と共に衰えていきます。だからケースバイケース
で「あの人には効いてどうして私には効かない？」
ということが日常茶飯事に起きるのです。これは
例えると「あの学友は短時間で結果を出したのに、
私は長時間準備してこのありさまだ」に近い感じ
です。偏差値や平均値を用いて集団の中で自分
の成績はどれくらいか？という相対的な評価は統
計から上手く説明できても、なぜ当人は成績優秀
群に入ってないのか？ それは単純な学力不足なの
か？という問いかけや個人の能力を見極める絶対
的評価に関しては統計で説明するのは難しく、推
論しなければなりません。

同様にワクチンを接種した群と未接種群との集
団差について統計は雄弁に説明出来ますが、どう
してある人には特定の副反応が出るのか？という
問いには、統計のみで説明するのは限界がありま
す。従って統計は相対的な集団差を説明するには
適切でも一人、一人の個人差の絶対的な事象に
ついての説明は非常に苦手です。実は統計とい
うのはそんなもの。なので、統計の本質を知らず
に間違って飛躍した解釈を行うと支離滅裂な推論
が生まれるのです。オンラインニュースのコメント
欄も勘違いした解釈が寄せられています。イベル
メクチンをコロナ治療薬として推す人がいますが、
統計上は集団的な有効性や安全性は全く認めら

れていません。それを社会全体に強く推し進める
のもお門違い。個人のケースで有効だったという
ことを証拠として突きつけても、プラシーボの可能
性も排除出来ないし、個人では有効であることが
皆に当てはまらないことが証明されています。しか
し陰謀論を持ちかけられたら正直お手上げだし、
どうすることもできません。

一方で統計結果を神格化するのも危険です。き
ちんと統計の本質を理解した上で論理的な推論を
出すのが正しい科学の役目ですし、それを精査し
た上で有意義な推論に行き着き、そしてそれに基
づいて公衆衛生対策がとられている事実を理解し
て欲しいのです。筆者が何を言いたいかというと

「心情論よりも統計から導く確実性というものに、
もう少し皆は信頼を寄せて欲しい」ということです。

選択肢の悪魔
先にも述べましたが感染症対策としてどんな病

原菌に対しても「手洗い、うがい、マスク着用」
の防疫三原則は鉄則です。2020 年に比べて私た
ちはコロナに対抗する科学知識と武器が増えまし
た。ワクチン、抗体カクテル医療、経口薬などな
ど。そこであたかも選択肢が増えて一見喜ばしい
と思える中で「ワクチンの副反応が嫌だから私は
家で飲める経口薬に期待する」という意見をよく
耳にします。しかしよく考えてみたい。一部を除
いた抗体カクテル医療も経口薬も、全て対症療法

（病気の症状を和らげたり、なくしたりする治療
法）だということを。これでは事件が起きてから
初動捜査を開始する刑事のようなもの。仮に事件
を未然に防げたのに次から次へと事件が起きてし
まっては負け戦です。

対症療法は適応制限が厳格なので全ての陽性
患者に使えるという訳にはいきません。抗インフ
ルエンザ経口薬のタミフルも同様でいい例です。
発症から数日以内かつ症状が軽い人のみにしか
使えない。それと同じでハイテックなカクテル医
療や経口薬も、適時適切にしか使用できないので
す。従って抗体カクテル医療や経口薬は、ワクチ
ンや防疫三原則にとって代わる薬ではありません。
インフルエンザやコロナウイルスにかかって辛い
思いをするよりも、ワクチンを接種した方がコス
トパフォーマンスも良く、生活の安全も守れます。

抗ウイルス薬なんかにお世話になる前にワクチン
接種した方が遥かにベストです。未然に防げる防
疫三原則、重症化予防効果や感染予防効果を持
つコロナワクチンブースター接種の重要性を今一
度、再認識して頂きたい。ワクチン推進しても私
は金銭を含む謝礼は貰えません。他者の命を守る
ために訴え続けているだけです。

「追加接種してもオミクロン株には効かないみた
いじゃん！どうなんだよ？！」と問う方々がおります
が、それに対しての答えを出すには時期尚早です。
データ不足だから安易に無責任な推論は出せな
いのです。しかし追加接種で明らかに重症化予防
となり、最初の接種から時間が経ち落ち込んでき
た感染予防効果を再び高いレベルまで戻せるの
は医学統計で導かれています。冒頭に述べた通り
私たちのやるべき対抗手段はいつも一緒です。

幸いに FDA が承認したファイザー社のコロナ
経口薬「パクスロビド」はとても優秀。スパイク
プロテインに変異を持った変異株にも有効であり
ます。これは変異株を想定した上で開発され、細
胞内でウイルス増殖を促す動きを抑える作用（ス
パイクプロテインが細胞に付着する事を防ぐ抗体
カクテル医療）を狙ったからです。もちろん経口
薬に頼らなくてもすむように、責任ある行動をとる
必要があるのは忘れないで欲しい。

22年の行く末は？！
長々と理屈を綴ってしまいました。お付き合い

頂きありがとうございました。みんなパンデミック
に正直な気持ちうんざりしています。日本にもすん
なり帰省が出来なくなりました。特にフロントライ
ンで活躍する医療従事者は疲弊しており、バーン
アウトしています。どうか彼らを労って欲しいです。
パンデミックの行く末は私たちの行動が鍵を握っ
ております。確かにこの世は情報に富んではいま
すが、色々な思惑や情報が複雑に錯誤し、良質
な情報だけを抽出する知恵と方法に欠けていま
す。そこでパンデミックが到来しました。確実な防
疫行動を徹底し、新型コロナウイルスがもたらし
た VUCA な時代を共同で切り抜けて行きたいと切
に願います。新年早々。

VUCA ( ブーカ ) 時代を生き抜く？！の話
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	 学生医師　 中川裕介

LVJT の読者の皆様、新年あけましておめで
とうございます。本年は最高の一年になる。そ
んな気がします。

昨年、私は諸事情により仕事を休んでずっと
日本に滞在していました。その間、時間を見つ
けては画廊や美術館へ通い審美眼を磨き、余
暇は趣味で始めた水墨画に勤しみ墨の香りに癒
され、移動中はラスベガスでのアート経験を回
顧し執筆に没頭、時に降車駅を乗り過ごす始末。
自宅では掃除洗濯等々家事を数々こなし、主婦
業や母親業の大変さを実感すると共に料理の腕
も上がって、すっかりエプロンの似合う男に成長
しました（自称）。ネットでレシピを簡単に見つ
けられる時代ですから、今日は米国、時に南米、
明日は欧州、それから東南アジアと多国籍なメ

ニューに挑戦し、果実やスパイスの活用法に感
動し、塩加減の重要さに驚嘆し、出汁の奥深さ
には眩暈を覚えた次第です。

もちろん日本では日本なりに小さな絵画も制
作し続けて、気がつけば壁いっぱいに作品が並
んでいました。これらをどこで発表するかは未定
ですが、描き続けていないと精神的に病んでし
まう厄介な性質なので、良い悪い、売れる売れ
ない以前に、生きるためにやっていたという心
境です。しかし完成した作品に納得いかなけれ
ば落ち込み、更なる一枚を描き始め、時にこれ
は傑作だと思ったとて五分後には飽きて、次こ
そはと再びノンストップサイクルつまり自転車操
業、イコールこれが自分のエコシステムなので
しょう。

そんなこんなで気が付けば山あり谷ありドン
底ありの一年が過ぎ、心機一転新たな一年。昨
今、人生の加速度に焦る気持ちも大きいのです
が、とりあえず今年も日進月歩、良い作品を目
指して一心一意で制作に取り組もうと決意した所
存です。

仕事として、という概念を超えて人生、兎に
角継続アンド猛進。そして健康第一。生きる。
本年も何卒宜しくお願い申し上げます。

  — Sush Machida

マチダの現代アートetc.
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